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書　
　
　
　

評

　

伊
藤
博
明

　
『
ル
ネ
サ
ン
ス
の
神
秘
思
想
』

（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
二
年
）

阿　

部　
　
　

包

　

本
書
は
、
絶
版
に
な
っ
て
い
た
原
著
『
神
々
の
再
生
―
―
ル
ネ

サ
ン
ス
の
神
秘
思
想
』（
東
京
書
籍
、
一
九
九
六
年
）
を
、
今
回

副
題
を
書
名
に
し
て
講
談
社
学
術
文
庫
版
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も

の
で
、
一
六
年
遅
れ
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
次
第
で

あ
る
。

　

著
者
が
、「
講
談
社
学
術
文
庫
版
に
よ
せ
て
」
で
指
摘
し
て
い
る

と
お
り
、「
原
著
の
刊
行
か
ら
十
五
年
ほ
ど
」
経
っ
た
現
在
、
こ
の

分
野
に
お
け
る
必
読
文
献
の
い
く
つ
か
は
邦
訳
で
読
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、著
者
の
編
集
責
任
に
な
る『
ル
ネ
サ
ン
ス
』

（
中
央
公
論
新
社「
哲
学
の
歴
史
」シ
リ
ー
ズ
第
四
巻
、二
〇
〇
七
年
）

の
恩
恵
に
浴
し
て
い
る
読
者
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。

　

ル
ネ
サ
ン
ス
研
究
者
に
要
求
さ
れ
る
も
の
の
一
つ
に
、
古
典
古

代C
lassical A

ntiquity

と
中
世
に
対
す
る
原
典
に
基
づ
く
該
博
な

知
識
と
そ
れ
ら
を
比
較
検
証
す
る
確
か
な
眼
が
あ
る
。
そ
の
片
鱗

は
す
で
に
著
者
の
『
ヘ
ル
メ
ス
と
シ
ビ
ュ
ラ
の
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
―

シ
エ
ナ
大
聖
堂
舗
床
に
見
る
ル
ネ
サ
ン
ス
期
イ
タ
リ
ア
の
シ
ン
ク

レ
テ
ィ
ズ
ム
研
究
』（
あ
り
な
書
房
、
一
九
九
二
年
）
に
現
れ
て

い
た
が
、
本
書
で
は
そ
れ
が
よ
り
広
い
領
域
で
縦
横
に
駆
使
さ
れ

て
い
る
。

　

本
書
執
筆
の
目
的
を
著
者
は
「
十
四
世
紀
か
ら
十
六
世
紀
初
頭

ま
で
の
イ
タ
リ
ア
思
想
を
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
プ
ラ
ト
ン
主
義
を

中
核
に
お
き
な
が
ら
、
概
括
的
に
見
通
す
こ
と
」
と
述
べ
、
そ

の
際
、「
主
要
な
人
物
と
テ
ク
ス
ト
を
選
択
し
、
そ
こ
に
注
意
を

集
中
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。『
神
々
は
細
部
に
宿
り
た
ま
う
』
と

い
う
金
言
を
呟
き
つ
つ
、「
木
を
見
て
森
を
見
ず
」
と
い
う
の
が
、

私
の
生
来
の
傾
向
性
で
あ
る
が
、
あ
え
て
本
書
で
は
常
に
森
全
体

を
念
頭
に
お
き
、
目
に
つ
い
た
大
木
を
手
が
か
り
に
考
察
を
進
め

た
つ
も
り
」
と
謙
虚
に
述
懐
し
て
い
る
（「
あ
と
が
き
」
参
照
）。

だ
れ
も
が
見
過
ご
し
か
ね
な
い
些
細
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
よ
り
大
き

な
文
化
的
・
思
想
的
転
換
点
の
刻
印
を
読
み
取
る
著
者
の
手
腕
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は
、
一
四
八
四
年
四
月
一
一
日
（
枝
の
主
日
）
に
ロ
ー
マ
に
現
れ

た
ラ
テ
ン
名
ヨ
ハ
ネ
ス
・
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
・
デ
・
コ
リ
ジ
オ
と
い

う
預
言
者
風
の
人
物
の
解
釈
を
介
し
て
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の
フ
ィ
レ

ン
ツ
ェ
に
お
け
る
〈
古
代
神
学
〉
の
復
興
と
そ
れ
に
伴
う
異
教
思

想
と
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
の
実
践
を
指
摘
し

て
見
せ
る
「
プ
ロ
ロ
ー
グ　

ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ダ
・
コ
レ
ッ
ジ
ョ
、

あ
る
い
は
〈
神
々
の
再
生
〉」
か
ら
早
く
も
見
事
に
発
揮
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
そ
れ
に
対
応
す
る
「
エ
ピ
ロ
ー
グ　

ジ
ャ

ン
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ピ
ー
コ
、
あ
る
い
は
〈
神
々
の
黄
昏
〉」

と
の
間
に
、
二
部
構
成
の
本
論
が
配
さ
れ
て
い
る
。「
第
一
部　

〈
神
々
の
再
生
〉
の
歴
史
」
は
、
ペ
ト
ラ
ル
カ
（
一
三
〇
四
年
生

ま
れ
）
か
ら
ロ
ー
マ
の
枢
機
卿
エ
ジ
デ
ィ
オ
・
ダ
・
ヴ
ィ
テ
ル
ボ

（
一
五
三
二
年
死
去
）
ま
で
を
「
通
時
的
に
考
察
」
し
た
も
の
、「
第

二
部　
〈
神
々
の
再
生
〉
の
諸
相
」
は
、「〈
古
代
神
学
〉
と
オ
カ

ル
ト
学
・
神
秘
主
義
に
つ
い
て
主
題
ご
と
に
、
共
時
的
に
論
究
」

し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
部
、
第
二
部
に
は
そ
れ
ぞ
れ
四
章
が
充

て
ら
れ
、
前
者
は
「
第
一
章　

蘇
る
オ
リ
ュ
ン
ポ
ス
神
―
―
詩
の

復
興
」、「
第
二
章　

異
教
哲
学
の
再
生
」、「
第
三
章　

プ
ラ
ト
ン

主
義
と
キ
リ
ス
ト
教
」、「
第
四
章　
〈
哲
学
的
平
和
〉
の
夢
」、
続

く
後
者
は
「
第
五
章　

エ
ジ
プ
ト
の
誘
惑
」、「
第
六
章　
〈
古
代

神
学
〉
と
魔
術
」、「
第
七
章　

占
星
術
と
宮
廷
芸
術
」、「
第
八
章　

カ
バ
ラ
の
秘
儀
」
と
な
っ
て
い
る
。
内
容
紹
介
は
、
第
一
部
を
中

心
に
行
な
う
。

　

第
一
章
は
、
ペ
ト
ラ
ル
カ
を
中
心
に
展
開
す
る
。
そ
れ
は
ス

コ
ラ
的
空
気
が
支
配
し
て
い
た
時
代
に
あ
っ
て
、
彼
こ
そ
「〈
自

然
〉
の
研
究
か
ら
〈
人
間
本
性
〉
の
探
求
へ
と
目
を
転
じ
」、
そ

の
探
求
が
「『
異
教
の
哲
学
者
』
に
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
進
め
ら

れ
る
と
考
え
た
」
か
ら
で
あ
る
。「
詩
人
た
ち
を
決
定
的
に
退
け

る
」
ト
マ
ス
と
は
異
な
り
、
彼
は
異
教
の
詩
人
た
ち
の
寓
意
の
中

に
キ
リ
ス
ト
教
的
真
理
を
見
、「
ス
コ
ラ
的
弁
証
論
を
論
難
し
て

詩
的
雄
弁
を
称
揚
し
た
」
結
果
、
後
の
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
運

動
に
お
い
て
、
詩
の
寓
意
的
解
釈
が
確
固
た
る
地
位
を
占
め
る
こ

と
に
な
っ
た
」
の
で
あ
る
。
ペ
ト
ラ
ル
カ
に
よ
る
「
詩
の
復
興
」

は
、オ
リ
ュ
ン
ポ
ス
の
神
々
の
再
生
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
が
、

著
者
は
そ
れ
を
ペ
ト
ラ
ル
カ
の
先
駆
者
ム
ッ
サ
ー
ト
を
は
じ
め
、

ボ
ッ
カ
ッ
チ
ョ
の
『
異
教
の
神
々
の
系
譜
』
や
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
の

『
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の
功
業
に
つ
い
て
』
を
紹
介
し
つ
つ
跡
づ
け
て
い
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る
。
サ
ル
タ
ー
テ
ィ
に
極
ま
る
こ
の
流
れ
は
、
そ
の
寓
意
的
解
釈

や
秘
儀
的
解
釈
に
よ
っ
て
異
教
の
神
々
を
キ
リ
ス
ト
教
的
真
理
を

示
す
者
と
し
て
蘇
ら
せ
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
章
は
、
異
教
哲
学
の
再
生
を
描
く
。
中
世
は
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
優
位
の
時
代
で
あ
っ
た
が
、
プ
ラ
ト
ン
を
一
層
高
く
買
う
ペ

ト
ラ
ル
カ
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
精
神
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
着
実

に
根
づ
い
て
行
っ
た
。
一
四
世
紀
末
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
始
ま
っ

た
本
格
的
な
ギ
リ
シ
ア
語
教
授
は
、
一
五
世
紀
に
は
プ
ラ
ト
ン
復

興
と
な
っ
て
結
実
す
る
。
そ
の
間
の
経
緯
を
、
著
者
は
レ
オ
ナ
ル

ド
・
ブ
ル
ー
ニ
、
ゲ
オ
ル
ギ
オ
ス
・
ゲ
ミ
ス
ト
ス
（
プ
レ
ト
ン
）、

ベ
ッ
サ
リ
オ
ン
な
ど
多
様
な
人
物
の
活
動
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し

て
い
る
が
、
ベ
ッ
サ
リ
オ
ン
に
よ
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
と
プ

ラ
ト
ン
哲
学
は
寓
意
的
解
釈
を
介
し
て
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

　

第
三
章
が
考
察
の
対
象
と
す
る
の
は
、主
と
し
て
マ
ル
シ
リ
オ
・

フ
ィ
チ
ー
ノ
で
あ
る
。著
者
は
、『
饗
宴
注
解
』、『
プ
ラ
ト
ン
神
学
』、

『
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
』
な
ど
を
縦
横
に
援
用
し
つ
つ
、
プ
ラ

ト
ン
（〈
古
代
神
学
〉
の
集
大
成
者
で
も
あ
る
）、
新
プ
ラ
ト
ン
主

義
、
偽
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ
ス
、〈
光
の
形
而
上
学
〉
と
連
綿
と
受

け
継
が
れ
て
き
た
い
わ
ゆ
る
プ
ラ
ト
ン
主
義
的
伝
統
と
キ
リ
ス
ト

教
と
を
調
和
さ
せ
よ
う
と
す
る
フ
ィ
チ
ー
ノ
の
姿
を
浮
か
び
上
が

ら
せ
る
。
彼
の
愛
の
教
説
を
視
覚
化
し
た
の
が
、
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ

リ
の
《
春
》、《
ウ
ェ
ヌ
ス
の
誕
生
》
で
あ
っ
た
。

　

第
四
章
は
、
ピ
ー
コ
・
デ
ッ
ラ
・
ミ
ラ
ン
ド
ラ
が
追
及
し
た
〈
哲

学
的
平
和
〉の
思
想
が
考
察
さ
れ
る
。「
調
和
の
君
主
」ピ
ー
コ
は
、

イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
掉
尾
を
飾
る
天
才
哲
学
者
で
あ
る
。

彼
は
「
彼
の
時
代
ま
で
に
人
類
が
産
み
だ
し
て
き
た
知
的
遺
産
を

咀
嚼
し
て
総
合
し
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
哲
学
を
打
ち
立
て
る
」
た

め
に
討
論
会
を
企
画
し
た
が
、
そ
こ
で
議
論
に
付
そ
う
と
し
た
論

題
が
『
九
〇
〇
の
論
題
』
で
あ
り
、
討
論
会
の
開
会
の
辞
と
し
て

用
意
さ
れ
た
の
が
『
人
間
の
尊
厳
に
つ
い
て
の
演
説
』
で
あ
っ
た
。

特
に
後
者
は
、「
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
人
間
論
を
代
表
す

る
も
の
」
で
、「
最
も
著
名
な
論
考
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
時
代

は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
た
。
時
の
教
皇
に
よ
っ
て
討
論
会
は
中
止

さ
せ
ら
れ
、『
論
題
』は
有
罪
と
さ
れ
た
。
ピ
ー
コ
が
追
及
し
た〈
哲

学
的
平
和
〉は
夢
想
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。し
か
し
、彼
の
夢
は
、

ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
の
《
ア
テ
ナ
イ
の
学
堂
》
に
具
象
化
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
部
こ
そ
、
も
し
か
す
る
と
著
者
の
独
壇
場
で
、
第
一
部
の

考
察
に
関
わ
る
様
々
な
異
教
的
主
題
―
―
ヘ
ル
メ
ス
、
ゾ
ロ
ア
ス

－52－



タ
ー
、
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
、
ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
、
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
、
占

星
術
、
カ
バ
ラ
、
魔
術
な
ど
―
―
を
、
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
と
い

う
時
代
背
景
の
も
と
に
フ
ィ
チ
ー
ノ
や
ピ
ー
コ
な
ど
の
解
釈
を
交

え
て
解
明
す
る
。
言
わ
ば
再
生
し
た
神
々
の
百
科
全
書
と
い
う
趣

で
あ
る
。

　

エ
ピ
ロ
ー
グ
は
、
ピ
ー
コ
の
甥
ジ
ャ
ン
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
思

想
と
活
動
を
と
お
し
て
描
か
れ
た
ル
ネ
サ
ン
ス
の
終
焉
で
あ
る
。

　

構
成
も
堅
固
、
木
と
森
の
バ
ラ
ン
ス
も
中
々
に
見
事
で
あ
る
。

書　
　
　
　

評

　

山
我
哲
雄
著

　
『
海
の
奇
蹟　

モ
ー
セ
五
書
論
集
』 

（
聖
公
会
出
版
、
二
〇
一
二
年
）

古　

賀　

清　

敬

　

山
我
哲
雄
氏
は
こ
れ
ま
で
、
旧
約
聖
書
学
の
重
要
な
専
門
的
著

作
を
数
多
く
翻
訳
し
て
紹
介
し
、
他
方
、
聖
書
や
キ
リ
ス
ト
教
に

つ
い
て
学
問
的
な
裏
づ
け
に
基
づ
く
わ
か
り
や
す
い
解
説
書
を
出

し
て
、
日
本
社
会
に
キ
リ
ス
ト
教
の
理
解
を
広
め
る
の
に
貢
献
し

て
こ
ら
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
著
者
の
こ
れ
ま
で
の
聖
書
学
的
論
文

の
中
か
ら
、
モ
ー
セ
五
書
に
関
す
る
も
の
を
集
め
た
の
が
本
書
で

あ
る
。

　

で
は
、
難
解
な
学
術
論
文
な
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
そ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
課
題
は
、
ご
つ
ご
つ

し
た
文
章
や
重
複
し
た
類
似
記
事
な
ど
、
お
よ
そ
聖
書
を
読
む
人

な
ら
だ
れ
で
も
抱
く
よ
う
な
素
朴
な
疑
問
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
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